職務経歴書
作成日：　　　年　　月　　日
氏名：

■ 職務要約
（歯科医師としての経験年数、主に担当してきた診療領域、現在の役割を3〜5行でまとめます）
例）歯科医師として10年間、一般歯科・保存修復を中心に外来診療に従事してまいりました。直近5年間は分院長として、常勤3名・衛生士6名の医院運営とスタッフ教育を担当しています。

■ 保有資格・免許
歯科医師免許（　　　年　　月取得　登録番号　　　　）
（例：日本歯周病学会認定医／インプラント関連学会所属／ISQ など）

■ 職務経歴
【　　　年　　月 〜 　　　年　　月】　医療法人○○会　○○歯科医院（常勤／分院長）
　所在地：　　　　　　　　／　ユニット台数：　　台　／　1日平均患者数：　　名
　診療内容：一般歯科、歯周治療、根管治療、義歯、小児歯科、訪問診療 など
　担当業務：
　・外来診療（1日平均　　名／自由診療比率　　％）
　・勤務医　名、歯科衛生士　名のマネジメント
　・新人歯科医師の指導、症例カンファレンスの運営
　実績：
　・（例）自由診療のカウンセリング体制を整備し、補綴の成約率を○％から○％に改善
　・（例）リコール率を○％向上、定期管理患者を年間○名増加

【　　　年　　月 〜 　　　年　　月】　○○歯科クリニック（常勤／勤務医）
　所在地：　　　　　　　　／　ユニット台数：　　台
　診療内容：
　担当業務：
　実績：

■ 経験症例・診療スキル
保存修復・歯内療法：　　　　　　　（経験年数・年間症例数の目安）
歯周治療：
補綴（クラウンブリッジ・義歯）：
口腔外科（普通抜歯／埋伏智歯）：
インプラント：
矯正：
小児・予防：
訪問診療：

■ 使用経験のある機器・システム
（例：歯科用CT、マイクロスコープ、口腔内スキャナー、CAD/CAM、レセコン・電子カルテの名称）

■ 学会・研修受講歴
　　　年　　月　（例）日本歯内療法学会　学術大会 参加

■ 自己PR
（強みを1つに絞り、根拠となる具体的な経験と数字を添えて記載します。300〜400字程度）

■ 志望動機
（応募先の診療方針・体制のどこに関心を持ったか、自分の経験をどう活かせるかを記載します）

以上
